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論  文  名  伊藤仁斎における「人倫」と「超越」 
 本論文は、伊藤仁斎の「人倫日用」を中心とする思想が、超越性(「道」、「天」)との鋭い緊張
関係を保ったものであることを、同時代の東アジアの思想動向との比較や、他者論・寛容論（「改
過」論）・「学問」論・「天命」論などの分析を中心に、総合的に考察したものである。 
 序章では、伊藤仁斎の「仁道」理解の内包から本論文の視角が提示され、その徳川思想史研究
史上における意義を確認した上で、本論文の構成と各章ごとの企図を述べている。 
 第一章では、伊藤仁斎の「実学」概念の内実が、中国・韓国の初期実学と重なりつつ独自の性
格をもっていることを、仁斎自身の具体的な「人倫」像(文芸・技術集団的家系の雰囲気、生活共
同体の中での葛藤経験など)を手がかりに、「人倫」世界を調整する「道」の超越性という構図を
提示しながら、他者認識と「道」の実践との関係を中心に分析している。 
第二章では、伊藤仁斎の「改過」論の背景として、キリスト教の伝来と善書の流行に見られる、
十七世紀前半の日本と中国における善悪観念の変動を指摘した後、明末の劉宗周との比較や、日
本の「湯武」革命論の文脈から、仁斎の「改過」論が寛容論の枠組みにとどまらず、公共世界の
再生(「公善」)を目的とし、生生的「天道」観に支えられたものであることを論じている。 
第三章では、伊藤仁斎の思想体系の全体構造(性-道-教)を、その学問方法論である「意味」と「血
脈」の新たな解釈によって再構成する。すなわち、「意味」と「血脈」は、たんなる読書の要領
ではなく、有限の「性」からなる人倫世界が、「教」の実践の自覚(「意味」)と「道」の連続(「血
脈」)の理解とを通じて、無限に生生する超越世界に繋がっていくための学問階梯であるとする。 
第四章では、伊藤仁斎の「天命」論が、「大過無し」を『易』の核心とする独自の理解と結び
つけられる。連座による不条理な罪までも「天命」の範囲とし、「人事」の営みの実直な積み重
ねの先に見えてくるとされる「上達の光景」こそ、超越性に照らし返された「人倫日用」の世界
であると論じている。あわせて、伊藤東涯が仁斎の「天命」論を発展的に継承していることが新
出資料をもとに分析され、「天命」論が古義堂の重要関心事であったことが指摘されている。 
結章では、以上をふまえて、人倫と超越の緊張関係に仁斎思想の骨格が見られると結論する。 
 本論文は、十七世紀東アジアの思想動向を視野に置き、超越性から照らし返された「人倫日用」
という視角から、伊藤仁斎の思想体系の全体構造を再把握することに、一定の成果を収めている。 
研究意義のいっそうの明確化、より適切な分析概念の模索、東アジアの思想・学術背景にたい
するバランスのとれた理解、先行研究の位置づけ、資料読解の厳密さなどにおいて、今後の研鑽
の余地を残すところもあるが、本論文の成果が斯学の発展に寄与するところ大なるものであるこ
とは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資
格を有するものと認められる。 
 
